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歳児にみられる協同性の芽生えと育ち
―和楽器探索の場面から―

神 原 雅 之 岡 林 典 子 坂 井 康 子 佐 野 仁 美 平 井 恭 子
（児童学科） （大阪成蹊大学） （甲南女子大学） （京都橘大学） （京都教育大学）

本研究では 歳児の和楽器探索場面にみられた子ども同士の協同的な関わりより、 つの事例を取り上
げ分析・考察を行った。その結果、拍を共有することが音楽的な協同性の成立とその持続にとって重要で
あることが分かった。また、楽器遊びに発展するための環境づくりには、子どもに見合ったサイズで、演
奏しやすい楽器を選ぶだけでなく、子どもの興味をひく音色を持つ楽器を用意することが重要であること
を示唆した。
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１．はじめに

幼児の「協同性」は、 年 月に中央教育
審議会から幼児教育に特化したものとして初
めて提出された『子どもを取り巻く環境の変化
を踏まえた今後の幼児教育の在り方について』
という答申において挙げられた。答申の第 章
第 節「幼稚園等施設の教育機能の強化・拡大」
では、特に幼児期から児童期への発達や学びの
連続性を踏まえた幼児教育の充実を目指すた
めに「幼稚園等施設において、小学校入学前の
主に 歳児を対象として、幼児どうしが、教師
の援助の下で、共通の目的・挑戦的な課題など、
一つの目標を作り出し、協力工夫して解決して
いく活動を『協同的な学び』として位置付け、
その取組を推奨する必要がある」と示された 。
その後、 年に告示された幼稚園教育要領

等では「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」
項目の一つとして「協同性」が挙げられた。

無藤 は幼児の協同性について「子ども同
士の協同性は、そこにある物に同じようにして
関わるところから生まれ、また互いの動きを相
互に模倣したり対応した動きをすることから
成り立つ。その動きの流れが遊びになり協同的
な関係を構成するのであるが、それが一貫した

ものとして成り立つのではない。物に対応した
動きやその他の思いつきが流れに揺れを引き
起こしつつ進んでいく」と述べている。ここに
は、子どもの協同性が容易に成り立つものでは
ないことが示唆されている。協同性を捉えるに
は、子ども同士が関わる姿に注目し、協同的な
行為が生起する過程を見逃さずに丁寧な観察
を重ねることが必要であろう。
発達心理学およびその隣接分野では、人間の

子どもにはかなり早期から協同性の基盤的能
力のあることが確認されている。また、乳児に
は生後 か月頃に、他者と世界を共有するため
の基礎的機構である「共同注意」の飛躍的な発
達が認められ、この社会的能力が協同性の基盤
能力であると指摘されている 。
一方、低年齢児の音楽的な協同性については、
持田 や茂野（ ）、島川 らの
研究があるが未だ数少ない状況である。
低年齢児が協同性の基盤を有しているなら

ば、音楽的な協同性は周囲の人との関わりの中
でどのように芽生え育ち、幼児期、児童期へと
広がりをみせるのだろうか。また、協同性を基
盤として子どもの音楽的な素地を豊かに育む
ためには、どのような活動を提案していけばよ
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いだろうか。そのような問いに基づき、本研究
では和楽器の探索場面において 歳児に楽器や
音を介してどのような協同性が芽生えるのか
を明らかにしたい。

２．本研究で着目する協同性について

筆者らはこれまで主に年長児から児童期の
子どもを対象にして「協同性の育ち」に着目し、
音楽教育のプログラム開発に取り組んできた。
そして、日本語、掛け声、和楽器などを用いた
系統性のある音楽教育プログラムの必要性を
見出した 。また子どもの育ちの連続性を捉え
るならば「協同性の芽生えの時期」にある 歳
以下の子どもにも目を向けるべきであると思
うようになった。そこで、本研究では 歳児以
下への取り組みの第一歩として、 歳児が自由
な空間で和楽器を前にどのように協同的な行
為をみせるのか、その関わりに着目する。

３．和楽器探索にみられる協同的な子どもの姿

本章では、幼稚園 歳児クラスで行った和楽
器探索において子どもたちに生じた協同的な
音楽行動について述べる。
＜研究対象＞ 幼稚園年中児クラス 名
＜幼稚園での実践日＞ 年 月 日
＜手続き＞
空いている保育室に和楽器（締太鼓 、平太

鼓 、鉦 、チャッパ 、拍子木 、鈴 大 小
、玩具太鼓 ）を並べ、 ～ 人のグループ毎に
約 分間にわたり自由に楽器探索を行う。保
育室には子どもと岡林と佐野が同室した。記録
はビデオカメラ 台と筆記により行った。

第 グループにみられた協同性の芽生え

第 グループは、男児 名（男児 ，男児 ）
と女児 名（女児 女児 女児 女児 ）
の計 名である。

この事例での の
「いくよー」のかけ
声は特定の誰かに向
かってではなく、周
りにいる子どもたち
皆 に か け ら れ て い
た。その声をきっか
けに は締太鼓の前
に座り、 が太鼓を激
しく打つ姿と音を間
近に感じて真似をし
ている。
この場面で 人に

協同的な行為が生起
し持続したのは、 の
模倣行動により 人
に太鼓を連打する身
体的同調が生じたこ
とと、互いの太鼓の
音が合わさっている
ことを意識して視線
を向け合う場を共有
したことによると考
えられる。【図 】 和楽器の種類と配置

【【事事例例 】】 人人でで太太鼓鼓をを打打ちち合合うう協協同同的的行行為為
男児 は平太鼓が気に入った様子で、リ

ズミカルに打ったり、激しく連打したりし
ている。女児たちが男児 の周りに集まっ
てくると、男児 は撥を頭の上で構えて「オ
ッケー、いくよー」と声をかけ（写真 ）、
激しく平太鼓を打ち始める（写真 ）。
締太鼓の前に座った女児 は、男児 が

激しく打つ様子をじっと見ていたが、男児
の真似をして同様に激しく締太鼓を打ち始
める。 人は言葉を交わすことはないが、時
折、互いに相手に視線を向けて、音を合わそ
うとする様子がみられた（写真 ）。

【写真 】互いに視線
を向けて打つ 人

【写真 】「いくよー」
と構える男児

【写真 】連打する男児
を真似て締太鼓の連

打を始める女児
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【譜例 】 人の「火の用心」の声と動作

この事例では 、 、 の三者が音と掛け声
による協同的な空間を創出したといえるが、
そのような音楽的やりとりが成立した要因
としては、①シンプルで覚えやすく、真似し
たくなるような音や言葉 モチーフ に動きを
伴いながら発する、②音を発している人に視
線 注意 を向ける、③自らの動き 手足の動
き や声を相手と同期させる、④メンバーがリ
ズムの流れを作りだしたら、テンポを維持し
て何度も繰り返す、⑤一定のテンポを維持す
るうえで歩行が一定の役割を果たしている、
の 点を挙げることができる。特に は、「ひ
ののにとん」の掛け声をタイミングよくかけ
るために 拍間、撥でビートを叩きながら
準備をしており、その後 と の姿が視界か
ら外れても、 人の音に自らの太鼓の音を合
わせ続けていた。このことから、 、 、 の
３人は互いの音や動きを意識し、見て、聴い
て、合わせて、繰り返すことで一体感を増し
ていったのではないか、と考えられる。

【【事事例例 】】 人人でで創創りり出出すす協協同同的的なな空空間間
初めに女児 が拍子木を叩きながら「た

んたんたんたん、ひのようじん」と女児 の
方に歩み寄る。それに気づいた女児 が拍
子木と足踏みで女児 に同調し始めた。女
児 が女児 の掛け声と拍子木に同調し始
めるのと、その直後に男児 が 人に視線
を向け〈☆印〉、それまでランダムに打って
いた太鼓のリズムを 人の拍子木に合わせ
始めた。
男児 は 拍間を 人の掛け声に合わ

せて太鼓を打っていたが、 回目の「ひのよ
うじん」では、 人の方に身体を傾け女児
と女児 の掛け声に被せるように「ひのの
にとん」 ★印 と、唱えた。そのあと、女児
と女児 は男児 の背後に移動したが、

男児 は掛け声に合わせて太鼓を鳴らし続
けた（譜例１）。
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事例２から続く「…ひのようじん」のフレー
ズのうち、この 人による部分が最も良く揃っ
ていた。事例 では 人の女児による楽しそう
な行進（「列車」のつもりだったのかもしれない）
が他児の目に留まり、これに加わりたい気持ち
が高まった結果、 、 、 、 の 人による協
同的な表現へと結びついたと考えられる。「唱え」
と「拍子木」と「歩調」は多くの部分で一致し
ていたが、事例 ～ を通して一番良くそろっ
ていたのは最後に 、 、 、 の 人が同期す
るところであり、ここまで幾度も「…ひのよう
じん」を唱え奏した結果のように見て取れた。

第 グループにみられた協同性の芽生え

第２グループは、男児 と 、女児 、
の計 名である。

【【事事例例４４】】 人人でで協協同同ししてて重重ねねるる楽楽器器のの音音
子どもたちは保育室に並ぶ平太鼓や締太

鼓、チャッパなどに触れ、それぞれの音色を
楽しんでいた。男児 が机の上の小太鼓を
持ち、♩ のテンポで打ち始めると、机
を挟んで向き合っていた女児 が、太鼓の

拍めからリズムを合わせて鉦を叩き始め
た。続いてチャッパを手に持った女児 がリ
ズムにのって 拍毎に 回鳴らし、その後
は６拍毎に 回鳴らす。 、Ｈ、Ｉの 人の
音を聴いて、男児Ｊが走って来て列に加わ
り、女児Ｋと鉦で参加する。男児 と他の
人は向かい合い、視線を合わせて互いの音

やリズムに意識を向けて、次第に広がる音
の重なりを楽しんだ（写真 ・譜例 ）。

【写真 】向き合って、太鼓・鉦・チャ
ッパの音を合わせる子どもたち

【【事事例例 】】 人人でで楽楽ししむむ協協同同的的なな表表現現
事例 の数秒後、女児 は拍子木を手持

ちの玩具太鼓（以下は小太鼓と表記する）に
持ち替え、女児 を前に行かせて 人で前
後になり「たんたんたんたん、ひのようじ
ん」と唱えながら歩く（写真 ）。女児 人
で列になって歩いた後、前の女児 が「ひ
のようじんえきー、ひのようじんえきー」
と、机に置いてあった拍子木のところで大
きい声をあげる。
それまで 人の近くで鉦を叩いていた男

児 は、笑顔で「火の用心駅」の拍子木を
首にかけ、打ち合わせながら机の周りを回
り始める。この時、先程の女児 人はすぐに
拍子木を手に取り、男児の前を「たんたんた
んたん、ひのようじん」とまた同じ歩調、同
じタイミングで拍子木を打ち合わせながら
歩いた。男児 は満面の笑みで 人の後ろ
をついて歩く（写真５）。同時に女児 が立
ったまま手持ちの小太鼓を 、 、 児のタ
イミングにぴったり合わせて打った。

【写真 】 人で「火の用心」と声
と歩調を合わせて歩く

【写真４】拍子木を小太鼓に持ち
替えて歩く女児 と前を行く
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首にかけ、打ち合わせながら机の周りを回
り始める。この時、先程の女児 人はすぐに
拍子木を手に取り、男児の前を「たんたんた
んたん、ひのようじん」とまた同じ歩調、同
じタイミングで拍子木を打ち合わせながら
歩いた。男児 は満面の笑みで 人の後ろ
をついて歩く（写真５）。同時に女児 が立
ったまま手持ちの小太鼓を 、 、 児のタ
イミングにぴったり合わせて打った。

【写真 】 人で「火の用心」と声
と歩調を合わせて歩く

【写真４】拍子木を小太鼓に持ち
替えて歩く女児 と前を行く

― ―

事例４での 人による合奏は、それまで保育
室のあちこちで自由に楽器に触れていた子ど
もたちが、 の打ち始めた小太鼓に次々に同調
したことで自然発生的に生起した。 の小太鼓
は安定した♩ のテンポで 回打たれたが、
の 拍めから が鉦を同期したので、音が

重なりより拍節感が増したことが、他の 人の
子どもたちを誘い込むことに繋がったのでは
ないかと考えられる。

は向き合う 人と視線を合わせ、リードす
るように太鼓を打っていた。 人には互いに他
者の奏でる音やリズムを意識し、見て、聴いて、
合わせて、繰り返す協同的な姿が見て取れた。

この場面で 人の協同的な音楽行為が成立し
た要因としては、① の奏する小太鼓のリズム
と響きが全体をリードする役割をしていたこ
と、② の小太鼓に の鉦が加わったことで、
つの音の重なりが拍節的なリズムをより強調

したこと、③ 、 、 の 人が楽しそうに楽器
を鳴らす姿が、他児の模倣行動を誘引したこと、
④ が他の 人と向き合う隊形が、 に指揮者
的な位置づけをもたらし、全体を把握したり、
全員に視線を向けることができたこと、⑤一列
に並ぶ 人の子どもが を中心に気持ちを合
わせ、次第に音が増えていく楽しさを全員で共
有できたこと、などが考えられる。

【譜例 】 人が向き合い音を重ねていく過程

♩

4 歳児にみられる協同性の芽生えと育ち

－ 119 －



― ―

事例 では、 の「踏切の音みたい」という
発話をきっかけに事例 で約 秒続いた合奏
が途切れてしまった。その後は再開したものの

秒しか続かなかった。 や には引き続き音
を合わせたいという様子がみられたが、協同的
な行為が続かなかった要因としては、①ブレイ
クをきっかけに集中力が途切れたこと、②他の
楽器も鳴らしてみたいという興味により持ち
場を移動したため、音が途切れたこと、③ が
列に並ぶことによって、指揮者的な存在がいな
くなったこと、④ 人が一列に並ぶ隊形では、
視線を合わせるのが難しかったこと、などが考
えられる。

【譜例 】一列に並んだ 人が合わせた音の重なり

【【事事例例 】】一一列列にに並並ぶぶ 名名のの協協同同的的行行為為
事例４に続く場面である。男児 は事例４

で周りの子どもたちの音に合わせて鉦を
回叩いた時点で、「踏切の音みたい」と鉦の
音のイメージを観察者に伝えるやり取りが
生じたので、皆の合奏が一旦途切れた。
女児 は事例４では男児 の隣で 拍毎

に調子よくチャッパを打っていた（譜例 ）
ので、やり取りを聞きながらも、引き続きチ
ャッパを打ちたそうな様子である。また、事
例 で他の 人と向き合う位置にいた男児
は、場所を移動して列の一番端に入り、拍

子木を軽く打ち合わせていることから、早
く合奏の続きをしたい様子が見て取れる。

が拍子木を打ち合わせると、 拍目で女
児 がチャッパを鳴らし、 拍めから男児
と女児 が鉦を叩き始める。男児 は列の
端で他の子どもたちの様子を窺いながら、
拍子木を 回打ち続け、合奏が再開された
ようだったが、途中で女児 と が鉦をお
いて拍子木の場所に移動したり、男児 が鉦
を置いて平太鼓に移動してしまったので、
合奏は約 秒で終わった（写真 ・譜例 ）

【写真 】一列に並んで音を合わせる子ど
もたち

京都女子大学教職支援センター研究紀要（第６号）

－ 120 －



― ―

事例 では、 の「踏切の音みたい」という
発話をきっかけに事例 で約 秒続いた合奏
が途切れてしまった。その後は再開したものの

秒しか続かなかった。 や には引き続き音
を合わせたいという様子がみられたが、協同的
な行為が続かなかった要因としては、①ブレイ
クをきっかけに集中力が途切れたこと、②他の
楽器も鳴らしてみたいという興味により持ち
場を移動したため、音が途切れたこと、③ が
列に並ぶことによって、指揮者的な存在がいな
くなったこと、④ 人が一列に並ぶ隊形では、
視線を合わせるのが難しかったこと、などが考
えられる。

【譜例 】一列に並んだ 人が合わせた音の重なり

【【事事例例 】】一一列列にに並並ぶぶ 名名のの協協同同的的行行為為
事例４に続く場面である。男児 は事例４

で周りの子どもたちの音に合わせて鉦を
回叩いた時点で、「踏切の音みたい」と鉦の
音のイメージを観察者に伝えるやり取りが
生じたので、皆の合奏が一旦途切れた。
女児 は事例４では男児 の隣で 拍毎

に調子よくチャッパを打っていた（譜例 ）
ので、やり取りを聞きながらも、引き続きチ
ャッパを打ちたそうな様子である。また、事
例 で他の 人と向き合う位置にいた男児
は、場所を移動して列の一番端に入り、拍

子木を軽く打ち合わせていることから、早
く合奏の続きをしたい様子が見て取れる。

が拍子木を打ち合わせると、 拍目で女
児 がチャッパを鳴らし、 拍めから男児
と女児 が鉦を叩き始める。男児 は列の
端で他の子どもたちの様子を窺いながら、
拍子木を 回打ち続け、合奏が再開された
ようだったが、途中で女児 と が鉦をお
いて拍子木の場所に移動したり、男児 が鉦
を置いて平太鼓に移動してしまったので、
合奏は約 秒で終わった（写真 ・譜例 ）

【写真 】一列に並んで音を合わせる子ど
もたち

― ―

４．総合考察

以上のように、本研究では自由に和楽器に触
れる活動の中で、 歳の子ども同士の協同性の
成立に関して興味深い姿がみられた。ここでは
第 章の無藤 の論を下敷きにして、本研
究における音楽的な活動を介して育まれた協
同性についてまとめてみたい。
無藤は、子ども同士の協同性がそこにある物

に同じようにして関わるところから生まれ、互
いの動きを相互に模倣したり対応した動きを
することから成り立つと述べている。本研究の
事例 においては、太鼓を打つ男児 をみた女
児 が隣に置かれていた太鼓を模倣して打つと
ころから成立し、事例 では、シンプルで覚え
やすい言葉を唱えながら拍子木を打つ女児 に
気づいた女児 が、同じように拍子木を持って
言葉を唱えつつ、同調して打ち、子どもたち同
士で協同する姿が生れた。事例３はそこから楽
器を替え、他の子どもたちも加わって発展して
いった表現である。また事例 と５についても、
楽器は異なるものの、同様に、置かれていた楽
器を手に取って鳴らした子どもを模倣するこ
とによって成立したと考えてよいだろう。
また無藤は、その動きの流れが遊びになり協

同的な関係を構成すると述べている。事例 と
事例 では、「たんたんたんたん ひのようじ
ん」という言葉と歩行する動きによって、子ど
もたちの間に拍が共有されていき、動きや和楽
器の音、声の表現を相手に同期させることによ
り、遊びが広がっていった。事例 の太鼓の連
打では、太鼓の音が合わさっていることを意識
して視線を向け合い、演奏する姿がみられたも
のの、 人で実際に協同して楽器を鳴らしてい
る場面は、わずか５秒ほどで終わってしまった。
対して、事例 では約 秒、事例 では約
秒続く遊びに発展していった。これには事例２
と事例３で人数が増えていったことも関係し
ているであろうが、事例 の太鼓の連打では、
拍の共有がなされていなかったことに起因す
ると考えられないだろうか。事例 において、
最初ランダムに太鼓の連打をしていた男児 の
表現が、掛け声に合わせて太鼓を鳴らし続ける

ように変化したことも、拍を共有している様子
が窺え、遊びが持続する要因になる可能性があ
ることを裏づけていると思われる。
さらに、事例４と事例５では、拍を共有して

同期する活動が模倣によって広がっていくだ
けでなく、拍を感じつつ、そこに新たなリズム
を加えていく子どもの姿がみられた。その場面
で生まれた表現全体を子どもたちは聴きなが
ら、自らの音を合わせて楽しんでいた。この事
例では、言葉や歩行の動きはみられなかったが、
ここでもやはり、拍の共有がなされ、それに新
たなリズムの表現がのせられていった。子ども
たちは互いの音を聴き合い、楽しんで遊んでい
たと考えられる。
このように、本研究の事例からは、拍を共有

することが音楽的な協同性の成立だけでなく、
その持続にとって重要であることが分かった。
さらに、無藤が述べるように、協同的な関係は
一貫したものではなく、事例 において、発話
や他の楽器への興味の移り変わりなどの思い
つきが要因となって、流れに揺れを引き起こし、
合奏が途切れたり、再開したりするなど、形態
が変化し、終了したとも言えるだろう。
その一方で、本事例では、和楽器を用いて楽

器を探索したことにより、自発的な遊びが生ま
れた。事例 では拍子木の音色から「ひのよう
じん」の言葉が想起されて遊びに広がった。ま
た、事例 では小太鼓の音に鉦やチャッパの音
を重ねることで、子どもたちはリズムだけでな
く音色の違いも楽しんでいたことが想像され
る。どこかで聴いたことのある音色を持つ和楽
器には、親しみを持つ子どもたちもいることだ
ろう。楽器遊びに発展するための環境づくりに
は、子どもに見合ったサイズで、演奏しやすい
楽器を選ぶだけでなく、子どもの興味をひく音
色を持つ楽器を用意することも、重要であると
思われる。

５．今後の課題

本研究では、 歳児の和楽器探索場面におけ
る子ども同士の協同的な行為の芽生えと育ち
について、 つの事例をもとに考察してきた。
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子 ど も た ち に と っ て 、和 楽 器 は 日 常 の 保 育 の 中
で 触 れ て い る カ ス タ ネ ッ ト や す ず 、タ ン バ リ ン
な ど と は 異 な り 、 非 日 常 の 楽 器 で あ る 。 直 接 楽
器 に 触 れ る 体 験 は 、今 回 の 楽 器 探 索 が 初 め て で
あ っ た か も し れ な い 。し か し 、 日 本 の 文 化 社 会
に 育 つ 子 ど も た ち は 、神 社 へ の 参 拝 や お 祭 り な
ど の 経 験 に お い て そ の 音 色 に 触 れ て 親 し み を
持 っ て い る と も 考 え ら れ る 。

事 例 で は 複 数 の 子 ど も が 関 わ る 限 ら れ た 場
面 を 抜 き 取 っ た た め 、楽 器 探 索 で の 子 ど も た ち
の 様 子 を 全 て 捉 え た と は 言 い 難 い 。事 例 ２ に お
い て は 子 ど も た ち に み ら れ た 協 同 的 な 行 為 の
全 て（ 秒 ）の 様 子 を 楽 譜 化 し て は い た が 、今
回 は そ の 中 の を 中 心 に 掲 載 し た 。残 り の 部
分 に つ い て は 稿 を 改 め て 示 し た い 。ま た 事 例 ３
で は 、途 中 で 人 の「 唱 え 」「 拍 子 木・鉦・小 太
鼓 の 音 」「 歩 調 」が 非 常 に よ く 同 期 す る フ レ ー
ズ 約 秒 半 の 場 面 が あ っ た 。こ こ に は 一 貫 し て
フ レ ー ズ に 共 通 す る テ ン ポ （ 拍 ご と の 長 さ 一
歩 の 長 さ は 約 ）が 認 め ら れ た 。し か し 、
今 回 は こ れ ら の 同 期 の 元 に な っ て い る の が 、
「 拍 子 木 を 打 ち 合 わ せ る タ イ ミ ン グ 」か 、「 歩 調 」
か 、「 唱 え る フ レ ー ズ 」で あ る の か を 結 論 づ け る
こ と が で き な か っ た 。そ の 解 明 を 含 め て 、 引 き
続 き 共 同 研 究 に 取 り 組 ん で い き た い 。
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